
土
地
代
金
も
使
用
料
も
払
っ
て
い
な
い
こ
と

を
承
知
で
、
町
が
平
成
14
年
に
町
所
有
地
に
Ｍ

氏
宅
の
水
道
メ
ー
タ
ー
と
下
水
道
汚
水
マ
ス
を

設
置
。
境
界
線
が
な
く
、
何
年
も
固
定
資
産
税

ナ
シ
・
無
料
で
利
用
放
題
。
し
か
も
Ｍ
氏
は
町

職
員
。
西
澤
議
員
は

「デ
タ
ラ
メ
、
身
内
の
な

れ
あ
い
、
乱
脈
…
」
そ
の
も
の
と
追
求
。 

他にも 1129 ㎡の土地代金の
半分しか払っていないのに、町
が住宅建設を容認しているケ
ースもあります。 

 

占有料金の徴収を 

西澤議員は３月議会が終了した翌 20日、無法に放置された町有

地に関し、下記のように申し入れました。 

１、基本的には、議会の一般質問で述べた通りです。ただ「緑地・

公園」とされているところで、個人所有物、ゴミの不法投棄など

が放置され、町としての管理が全くなされていない町有地につい

ては、原因の性格に沿って、原因の究明、所有者確認など不法者

の責任をあいまいにしないこと。 

２、個人所有物、ゴミの不法投棄などの撤去に当たっては地域自治

の再生の観点を貫き、地域住民・区役員と充分に相談すること。 

くれぐれも、以前、小川原地先の犬上川堤防脇にあった U 氏

の不法建造物撤去作業のように、安易に町職員の労役に拠り実

行し、不法投棄責任・撤去経費の請求などをあいまいにしない

ことを念のため申し添えます。 

３、「払い下げ予定地」とされている町有地で、すでに実質的に当

該者の所有地として使用･利用している箇所は議会など指摘した

とおりですが、全ての所で使用・利用開始したときからの占有料

金を速やかに請求し徴収されること。 
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３月議会報告 
 

一
般
質
問
の

「無
法
放
置
土
地
」
に
関
す
る
部
分
を
、
そ

の
際
示
し
た
写
真
の
一
部
を
交
え
な
が
ら
紹
介
し
ま
す
。 

あ
ま
り
に
も

「残
地
」
の
多
さ
に
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
す
。
町
は

「公
園

・
緑
地

・
駐
車
場
…
の
確
保
を
最
優
先
と
す
る
」
（Ｈ

８
・
４
）
と
し
て
い
ま
す
。
が
、
す
で
に
あ
る
公
園
・
緑
地
の

実
態
は
・
・
・
。
あ
る
町
民
か
ら
は

「こ
の
恥
部
を
正
さ
な
ん

だ
ら
甲
良
は
良
く
な
ら
ん
」
の
声
が
聞
え
ま
す
。 

 

こ
れ
が

「児
童
公
園
」
？

今
年
１
月
の
強
風
で
ゴ
ミ

保
管
庫
が
倒
れ
、
廃
車
が

放
置
し
た
ま
ま
。
住
民
は
、

子
ど
も
が
遊
ん
で
い
る
姿

は
見
た
こ
と
な
い
、
と
。

「あ
ん
な
こ
と

（写
真
Ａ

Ｂ
）
が
え
え
な
ら
勝
手
に

使
う
で
」
と
も
。 

尼
子
団
地

の
入

り
口
・
緑
地
と
さ

れ
て
い
る
と

こ

ろ
。
長
年
モ
ー
タ

ー
ボ
ー
ト
が
放

置
さ
れ
、
ゴ
ミ
も

散
乱
。

一
部
は
畑

に
な
っ
て
い
る
。 

町
は

「公
園
緑
地
」
と
説
明
。
７
４
６

㎡
の
広
さ
に
駐
車
場
、
犬
小
屋
な
ど
が

設
置
。
近
所
の
住
民
は

「
一
度
も
立
退

き
を
言
っ
て
こ
な
い
。
町
が
ス
ジ
を
通

し
て
く
る
な
ら
協
力
す
る
」
と
。
（写

真
Ａ
・
Ｂ
） 

 

Ａ Ｂ 


